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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

DO ORTRAN77による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

′

上妻　真知子*,武富　敬*,景川　耕宇*

1.はじめに

現在,センターには　　　　プログラムのデバッグ/テスト用ツールとして以下のものがある.

処理系に備えられたデバッグ機能

インタラクティブデバッグ**

プログラム　テスト/デバッグ支援システム

しかし　　　　　　については.

・デバッグ出力が過大になりやすく,後で検査するのが大変である

・ソースプログラムとの対応づけが難しい

などの欠点がある.また　　については,これらの欠点は緩和されているものの,使用頻度調査でみ

る限り利用はさほど多くない.依然としてプログラムの要所に出力文を指定し監視するという旧態依

然の方法が採られているようである.

ここで解説する　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以後

と略称)は,上記ツールと比較して,フルスクリーン用ディスプレイ端末にソースプログラム

を表示し,その実行の様子を画面にスロービデオ表示することにより,制御の流れを目で追いながら

デバッグ/テストが行えるという点に大きな特徴がある.

2では　　　　　　　　　　　　概説として,その特徴および機能の概要を述べ,古では,使用例を

通して　　　　　　　　　　　の使用法について述べる.

なお,実行演示システムという観点だけから言えば,九大情報処理教育センターで実働中の

用演示システム　　　　　　　　がある.

概説

の特徴と穏能

は　　　　　　プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のデバ

ッグ/テストを会話的に支援するシステムである　　　　フルスクリーン機能を持つ

系のディスプレイ端末で使用できる.以下にその特徴と機能の概要を述べる.

1)メニュー方式による入力

デバッグしたい　　　　ソースプログラム,コンパイラオプション,組込みたいライブラリなどの

初期設定に必要な情報入力.及びデバッグ動作中にも可能である実行モードの変更や実行時データ

セットの割当て指定などは,すべてメこ,.一画面の形式で提示されるので利用が容易である.図2.1

*　九州大学大型計算機センター研究開発部

インタラクティブデバッグを包含している.

と非互換な部分を含む　　　　　プログラムについては,コンパイラオプション

として　　　　　　　　　　　を選べばよい.
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解　　　　説

に,メニュー遷移の様子を示す.すでに　　　　　　の解説[4]で.メニュー方式については詳しく

述べたが同様なものと考えてよい　　　　機能　　　　画面の表示)は　　　　キーによりいつでも

呼出せる.

2)実行速度の制御

では,プログラム単位に実行モードを指定でき,それによって各プログラム蝉位の

実行速度や静止モード(プログラムの実行が一時的に中断された状態)への移行を制御できる.実行

動作中,静止モードになった時点で,データの値の参照(後述するスナップ文の　　　　文による)

やデータ値の一時変更(スナップ文の代入文による)による実行などのデバッグを行うことができる.

実行モードには,以下の4種がある.

S :ステップモード　　　実行が一文ごとに中断,すなわち静止モードへ移行するモード.

L :低速モード　　　-.特定の文(付録1参照)で静止モードへ移行し,それ以外は連続して

実行するモード.通常は,これが省略値である.

M :中速モード　　--　プログラム単位の最初と最後の実行文の実行直前で静止モード-移行

し,それ以外は連続して実行するモード.

H:高速モード・・-　　　連続して文を実行するモード.上の3極と異なり,実行中のソースプ

ログラムは画面上に表示されない.

実行モードの定義および変更は,静止モードの時点で実行モード定義メニューを呼出し定義・変更

するか,または実行画面(図2.2参照)の1行目　　　欄に指定して変更する.

3)プログラム実行プロセスの表示

実行モードがステップまたは低速モードの時,ディスプレイ画面上の左半分(ソース表示城,図2.

2参照)に表示されたソースプログラムリストにおいて,実行中の文が高輝度(カラーディスプレイ

の場合は赤)で表示され,実行のプロセス,制御の流れを視覚的に捉えることができる.これによっ

て,プログラムの論理的検証を行うことができる.

のデバッグ機能

のデバッグ機能は,以下の3柾に大別される.

i)スナップ文

静止モードとなった時点で,スナップ文(付録2参照)と称される文を実行画面の2行目(コマ

ンド入力城.図2,2参照)に入力することにより,データ値の一時変更,データ値の参照,制御の移

行などによるデバッグを行うことができる.スナップ文としては,付録2に示す5位夢がある.スナ

ップ文の特徴を以下に列挙する.

・スナップ文において指定する変数名,配列名,配列要素名,部分列名および文番号は,画面に表

示されているプログラム単位で定義・参照されているものに限る.

・スナップ文は指定された時点で直ちに実行され　その実行結果は画面の右半分(データ表示城)

に表示される.

・スナップ文は,それが指定された時点で動的に実行状態を変更するものであり,デバッグ中のソ

ースプログラムへの反映はまったくない.そのため,監視のための出力文を多数指定してプログ

ラムを汚すようなことをしなくてすむ.

九州大学大型計昇繊センター広報
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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

回- ・・・
匝]

⊂直亘:〕

メニューの終了
(次のメニューに進む)

キ　　　　　　　　　　　の終了

辰口キー-　　画面の表示

1.インクルードデータセット名指定メニュ

2・オブジェクト/ロードモジュールデータセット名指定メニュ

3.自動呼出しライブラリデータセット名指定メニュ

4.コンパイラオプション指定メニュ

5.実行時オプションと入口名指定メニュ

コンパイル

PF2

PF3
実行画面 動作選択メニュ

番号選択

サブコマンド

サブコマンド

実行モード定義メニュ

サブコマンド

モニタ条件定義メ　ニュ

サブコマンド

実行時データセット割当てメニュ

実行終了

動作選択メニュ

番号選択

環境保存　メ　ニ　ュ

1.ソースデータセットの再指定メニュ

2.インクルードデータセットの再指定メニュ

3.オブジェクト/ロードモジュールデータセットの再指定メニュ

4.自動呼出しライブラリデータセットの再指定メニュー

5.コンパイラオプションの再指定メニュ

6・実行時オプション及び入口名の再指定メニュー

7.データセット修正のためのデータセット名指定メニュー

(二亙互〕

図　　　　　　　　　　　　　におけるメニュー遷移図

PPキーの機能については,付録5を参照のこと.
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解　　　　説

ii)データモニタ

データモニタ機能として,以下の3種がある.

a.引数の検査

副プログラム引用ごとに,実引数と仮引数の個数.壁,叛を検査する.この検査を行わせるには,

実行画面の1行目　　　　　欄にYと指定する必要がある.

b.配列要素・文字部分列の検査

配列要素・文字部分列が指定されている実行文ごとに,添字式・部分列式の値を検査する.この検

査を行わせるには,実行画面の1行目　　　　　欄にYと指定する必要がある.

C.利用者定義のモニタ条件による監視

利用者は,静止モードの時点でモニタ条件定義メニューを呼出すことにより,プログラム単位に以

下のようなデータ値を監視する条件(モニタ条件)を定義することができる.

・指定された変数名,配列要素名,部分列名の値が変化したか否かを追跡・監視する

・指定された論理式の評価結果が真となるか否かを追跡・監視する

文実行回数の表示

実行文ごとの実行回数を計測[ 5 ]して,実行画面におけるソースプログラムの行番号の左側に表

示する.この表示を行わせるには,実行画面の1行目　　　欄にYと指定する必要がある.

5)プログラムの再試行

エラーが発見されたためソースプログラムを修正したり,あるいは同じプログラムを条件を少し変

えて再度実行させたい場合,再試行の機能がある.

・プログラム実行終了後,再度先頭から実行したい場合は　　　　キー押下または　　　　サブ

コマンド入力により可能である.

・ソースプログラムを修正後,再実行したい場合は,実行終了後の動作選択メニューでソースプ

ログラム再編集の項目を選択すると　　　による編集可能な状態となるので,それで修正後再

実行できる.

・条件を少し変えて再実行したい場合,実行終了後の動作選択メニューで種々の再指定メニ3.

を呼出し,データセット,オプションなどを変更した後再実行できる.

また,再試行ではないがプログラム再実行などによく用いられる行サブコマンド(ソース表示城の行

番号欄などに入力可能なコマンド,付録3参照)として,以下のものがある.

-　指定の行の実行文-強制的に分岐させたい時に用いる.デバッグ中に途中のパスを

スキップしたい時などに便利である(実行文に文番号があれば,スナップ文のGO

TO文でも同じことが可).

指定の行の実行文まで,実行モードに関係なく強制的に高速で実行させたい時に用

いる.あるプログラム単位まで強制的に高速実行させたい時は　　　　　サブコマ

ンドのオペランドにそのプログラム名を指定して行う.

6)環境の保存とリスタート機能

デバッグが度重なるような場合,初期設定に必要な多数のメニュー呼出しと情報入力の煩しさを避

けるため,プログラム実行に必要な環境をシステムに保存できる機能がある.このためには

九州大学大型計算機センタ-広報
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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

F77コマンド　　　参照)のオペランドに　　　と指定するか,または静止モードの時点で環境保存

メニューを呼出し,必要な情報を設定する.保存した環境からリスタートさせるには　　　　　　コ

マンドのオペランドに　　　　　　を指定し,保存した時と全く同じ情報を入力してやればよい.

7)ログ機能

ソースプログラムからの端末出力(機番6など),あるいは　　　　　　　が出力する各種メッセ

ージは,画面のデータ表示域に表示されると共に,システムのログデータセットにも出力される.刺

用者は,画面上にない以前のログ情報もスクロール操作により知ることができる.また

ORT終了時にこれらログ情報をラインプリンタ等に出力させることもできる.

の開始と終了

を開始させるには　　　　　のあとに　　　　　　と入力すればよい.

READY

DOCKP77

以下に,この　　　　　　コマンドについて述べる.

1)入力形式

2)機能

ディスプレイ用　　　　プログラムデバッガ　　　　　　　　　　　を起動する.

3)オペランドの説明

プログラム実行に必要な環境を保存しリスタートに備える.環境の保存は　　　ジョ

ブの形で行われる.このオペランド指定時は,プログラム実行には至らない　　　参

照).

保存した環境からリスタートし,プログラムの実行へと進む.

これらのオペランド省略時は,ソースデータセットの指定に始まり,プログラム実行など一連の処

二理へと進む　　　参照).

の終了は　　　　キー押下によりいつでも行える.

2.5　実行画面

初期設定終了後,あるいはリスタート処理終了後のプログラム実行開始前の実行画面の様子を図2・

2に示す.
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解 読

①　　　　　② ③　　　　　　　・④

EX【　　　　　　　‖　　　　　　　　　…昌->⑤　,爪.　　　　a
ROW( P　)　COL( 20 ) し( 20 )

一一1一一一ト‥-1-‥　　　-t--

′100)　　　　　　し′AR l

00191　1　　　　　　　1

00200　　　　　tF(N.GT.9) THEN I

0021　　　　　　　　　　　　く6.

・-　　　　　.t2 I

00230　　　　　　　　STOP

OO240　　　　　ENDlF

OO250　　　　　Nl=N+1
暮100

1　　　′　　　(　　′l=1.Nl)

00270　　110　FOFHAT(lEll.e)

I　　'　　　　　　'AL'

00281　　205　FORHATtltl ''N　= ''12''

l　= ''

LL　　　　　　′　　　　　'AL′A
′

00310　　210　FORMAT(lH t'ASTAR(1)...AS

OO320　　　　　00　20 J=1'N2

00330　　　　　B(J)=0.0

00340　　　　　DO　20 l=J/N2/2

VLINE　=　( 42 )

(HESl)

ソース表示域 データ表示域

図2.2　　実行画面の構成

①　　　　　　　　実引数と仮引数の個数.乱歩の検査.省略値は

㊤　　　　　　-・配列要素・文字部分列の添字値等の検査・省略値はN・

④　　　　　-　　文実行回数の表示,省略値はN・

④　　　　-・・--　現画面に表示中のプログラム蝉位の実行モードの表示・変更も可・

㊥　スナップ文(付録2参照)またはサブコマンド(付録4参照)の入力城

㊥　　　　　　　ソース表示城,データ表示城のスクロール量の表示・変更も可・

ソース表示城のスクロール量　　　　データ表示城のスクロール量

行方向(上下)のスクロール量.指定できる値は　　　　の数値

通常は20行　　　　　　通常は10行)・

:列方向(左右)のスクロール量.指定できる値は　　　　の数値・

ソース表示城とデータ表示城の境界の縦線のカラム位置・指定できる値は・ 3

-80の数値.

プログラムからの入力要求があった時は.ソース表示城とデータ表示城の下2行が削られて・デー

タ入力城としてとられる.

九州大学大型計算挽センター広報
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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

る　　　　　　　　　　　　　使用法

5.1　初期設定

プログラムのデバッグ/テストを開始する前に,必要な環境を整えてやらなければならない.その

ために,各種のデータセット,コンパイラ/実行時オプションその他の情報を,メニ,.-に従って指

定する(図2.1参照).

初期設定の例を以下に示す.下線部が入力した部分である.

--一　　　　　一‥　　　く　　　　　′FOIl l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-一一一一一・・‥一一

ENTE LOIJ:

DOCK L18RARY DATA SET-.

PROJECT　===>　FOO40

し　　　　　　　山上
T Y P E　　　　　　上山uヱL

L I I【R SE」 ENU)
E C L C1'.

DATA SET NAME　===>

VOLUH【　　　　L LOG)

El lJ U

CPE ENU

PRE HE ENU
PRE I

図3.1　　ソースデータセット名指定メニ3.-

l....l・ pF 3

-‥‥一一一‥---　　　く　　　　/　　　　　　　　　　　　　　∈　　　　　　　　　　　‥　　　---‥‥一・-一一

===>

SELECT DESIRED NEM8ER NAME(S)

∈LECl L

DATA SE E　‥　　　　l

L. 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ER

【　　　　　　　　　　　し

-I -◆-一一一　　　　　　　　一一　　　　　一

l EXl I

t tX2

l EX3

且

l TEST2
ttt END OF DATA ttt

PR【　　　　　　　　　　　　　　　THE H【NBER SE

PRESS PF4　TO TERMINATE THE DOCK SESSION

図3.2　　メンバ名選択メニュ

Upp3

-7-

デバ,グ/テストの対象とな

るソースデータセットを指定

する.区分データセットの場

合,メンバ名まで指定する.

指定しなければ,以下のメン

バ名選択メニューが表示され

る.

メンバの選択は,メンバ名の

左欄に行サブコマンドSを入

力することにより行う.

始めと終りのメンバ名の左に

それぞれS Sと入力して,そ

の間の一連のメンバを選択す

ることもできる.

九州大学大型計算機センター広報
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解 読

図3.3　　メニュー選択メニュ

U pp3/ENTER

図3.4　　コンパイラオプション指定メニュ

U pF3/ENTER
実行画面へ

不必要なメニュー操作のスキ

ップをメニュー選択メニュー

で指定できる.省略値はすべ

てNO(スキップする)なの

で,選択したいメニューの項

目　　　　　だ　　　　と指定

すればよい.

この場合,コンパイラオプシ

ョン指定メニ3.-だけ選択し

た.

コンパイラオプション

を　　　　に`変更した.

なお.このメニューで*部分

をYESとすることにより,チ

ータセット(噸編成の時)ま

たは,メンバ(区分編成の時)

串位にコンパイラオプション

を指定することもできる.

メニュー選択メニ3.-で選択できる項目について以下に述べる.

1.インクルードデータセット名の指定

デバッグを行うソースプログラムに　　　　　　行がある場合に指定する.

2.オブジェクト/ロードモジュールデータセット名の指定

デバッグの完了したプログラム坦位については,実行効率の点からもオブジェクト/ロードモジュ

ールにしておいた方がよい.それらのデータセットを指定するために用いる.

3.自動呼出しライブラリデータセ,ト名の指定

結合編集時に解決できない外部参照を解決するために指定するもので,通常利用者の私用ライブラ

リを組込むために指定する.

4.コンパイラオプションの指定

コンパイラオプションの指定を行う.

九州大学大型計算桟センター広報
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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

5.実行時オプションと入口名の指定

実行時オプションと入口名(主プログラム名)の指定を行う.

5.2　環境の保存と再開

プログラム実行に必要な環境の尿存と再開方法について述べる.

環境を保存するためには　　　　　　　コマンドのオペランドに　　　と指定するか,実行中静止

モードの時点で環境床存メニューを呼出す.前者の場合,前述した初期設定の手続きがすむと,図3.

5に示す環境尿存メニューが表示される.後者の場合　　　　サブコマンド入力か,動作選択メニュ

ーによる指定で,図3.5が表示される.下線部が入力した部分である.

く　00CK/　　　　　　　　　し　　　【SS r　　　　　　　【　　　　　　　　一一　　　　‥--

∈　　/　　　　　　　　　〔　　　　　LOW:

【CT K【【P ;

【
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NEV Ol1 0し　　　　　　血
VOL L　　　　　　　　　　　　　　　　　皿且　　　　　　　　l LOG)

冒霊こ∈　ど　　-o s【　　　　　　　　　　【U"IT'
DATA SET NANE　===>　TEST.DATA

M=　OR OL　　　　　.上玉且　　　　BL L LT)

E L　　　　　　　　　　　　　　　上は巨.　　く　　　　　　　　LOG)

SPACE　=　PFHMARY OUAN　===> 10　　　　SECONOAFIY BUAN　===>1　　　日N TRACK UNlT)

PIはSS　∈NlE O　　　　　　　　　　【NU
E ESSH】N

図3.5　　環境保存　メ　ニ　ュ

U pF3/ENTER

一・く　　　/FOfl T　　　　　　　　　　　　　-・-

/V【　　　　　　　【T【RS B【

【　　　　　l

′/roo▲　　　　　　　　　.cL

===>

===>

===)

SYSOUT CLASS　===>　A

R【　　　　　　　　　　　〔

【　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　　　E l

PJlE　　　　　　　　　　　　　　　　　【

図3.6　　サブミット指定メニュー

環境尿存の指定は,以下のも

のについて行う.

・利用者プログラムのオブジ

ェクトモジュール

・画面表示のためのソースモ

ヽ一

ンユール

・各種テーブル類

データセットを新規に作成す

る場合は

等の指定を行う.

環境尿存はFIBジョブの形で

行われるので　　　文入力の

ためのサブミット指定メニュ

ーが表示される.これにJOB

文を指定する.

以上の様に環境保存を行ったプログラムを再開するには　　　　　　　コマンドにオペランドRES

を指定すればよい.すると,次の環境保存データセット名指定メニューが表示されるので,そ

れぞれのデータセット名を指定する.下線の部分が,図3.5に対応する指定である.
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図3.7　環境保存データセット名指定メニュ

U pp3/ENTER
実行画面へ

5.5　実行時のメニュー指定

デバッグ動作中に実行時データセットの割当て,実行モードの変更などを行いたい場合は,静止モ

ードとなった時点で　　　　キー押下またはサブコマンド入力(図2.1参照)により,実行時のメニ

3.-指定ができる.実行時のメニュー指定の例を以下に示す.下線部が入力した部分である・
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‥ー~-・‥・く　　/FORl EL【　　　　　【　　　　　【　　　　一・一一
OPTtON　===> 1

1 -　MODE OEFtNtTl0N
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【

E E　　　　　　　　10N

図3.9　　動作選択　メ　ニ　ュ
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図　　　　実行モード定義メニュ
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C

Nl=N+I
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110　FORNAT(4E14.5)
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205　FORNAT(1H ,'N　= I,t2,I

/1
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DO　20 J=1,NI
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図　　　　　実　行　画　面

U ENTER
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PF2キー押下により,動作

選択メニューが表示された.

このメニューで以下の動作を

選択することができる.

・実行モードの定義と変更

・モニタ条件の定義と変更

・実行時データセ,トの割当

てと解除

・環境の保存

この場合,番号1を指定した

実行モードの指定は,プログ

ラム名の左欄に行サブコマン

ド　　　　　　　　のいずれか

を入力する.

この場合　　　　プログラム

の実行モードをLからSに変

更した.

PP3キー押下により,もと

の実行画面に戻る.

実行時データセットの割当て

を行うために,サブコマンド

を入力する.

九州大学大型計算枚センター広報
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・・一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一1

0PTION　===>1

ALL　　　　　【　　　LS

ALL　　　【　　　　　　　　　　　【TS

AL　　　【 0L

ALL

ALL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【T

PRE
E TH【　　　　　∈

図　　　　データセット割当て主メニュー

ENTER

図　　　　端末割当てメニュ

UpF3
実行画面-

動的に割当てるデータセット

の種別を指定する.以下の項

目を指定することができる.

・端末装置の割当て

の割当て

・既存データセットの割当て

・新規データセットの割当て

・割当てられたデータセット

の解除

この場合,番号1を指定した

DD名　　　　　　　を端末に

割当て,機番1で端末よりデ

ータの入出力を行うことにし

た.

5.4　実行時エラー等のデバッグ/テスト

実行時エラー等のデバッグ/テストの一例を以下に示す.下線部が入力した部分である・まず初め

に,プログラムの概要を述べておく.

[プログラムの概要]

このプログラムは,ある多項式(ペキ級数)をチェビシェフ節約法により,元より次数の下がった

多項式で近似しようとするものである

n

1) f′　　　　　　　　　く3くr
i=o

区間　　　　で定義されたn次の多項式　　　の次数N,左端AL,右端　　　　　個

の係数A (配列) ,節約の手続きにおける最大許容誤差EPSを読み込む・

九州大学大型計算機センター広報
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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

n　*　.

甘, -1≦二z≦二1
i=o

サブルーチン　　　により・区間を[一　　に変更し,その際変換された係数a芸を配列

に求める.この際必要となる2項係数を関数　　　　　で計算する.

n

3) fn(z)-.EbiTi(Z)
z=0

をチェビシェフ多項式　　　　を用いて展開し,その際の係数biを配列Bに求める・

この変換時,係数行列として配列　　　　　文で定義)を用いる.

m

4) f72(Z)=fm(z)-llbiTi(z)
i=o

区間　　　　　　において.それらの和が　　　　に許容誤差EPS以上の寄与をしない高次の

多項式　　　をすべて切り捨て,次数を7nに切り下げる(n≦　　　　チェビシェフ節約.

要　一1くZく1

節約された　　をベキ級数に展開し,その際の係数C才を配列　　に求める・この変換

時,係数行列として配列　　　　　文で定義)を用いる.

Tn

乙, eく3くr
i=o

サブルーチン　　　により・ 2)と逆に区間を　　　に戻し,節約された結果の係数ciを

配列Cに求める.

なお,この例では3次の多項式f(∬　　　　　≦二3く3を　　　　　　　でチェビシェフ節約し1次

式′(∬　　　　　　十　　　∬, 1≦こ∬≦二3を得ている.

[デバッグ概要]

プログラムを実行させると,エラーが発生する(図　　　参照).エラーの原因が不明なので,

の　　　　　　　　　　　により,原因を究明していく.また　　　　により実行回数

を表示させ,実行モードをステ,プモードとし.プログラムの流れを1ステップずつ追っていく.再

実行させると, Bの配列で　　　　　エラーが発生する　　　　の値をスナップ文で表示させると,

の値に誤りがあることが分かる　　　　をスナップ文の一時代入で値を修正し,モニタ条件で

の値を監視する.プログラムの途中から,行サブコマンドGOにより再実行する.実行を続け

ていくと,サブルーチン　　　　で　　　　　エラーが発生する.これは,行番号　　　　図　　　参

照)で,サブルーチンを　　　　した時に,引数の対応がとれていないために発生した.そのために,

プログラムの実行を強制的に終らせ　　　　キー押下　　　　　　　　でプログラムを修正し,再実

行を行う.再実行の結果を検討すると,正しいので終結処理を行い,デ′ヾッグ完了とする.

[デバッグ例]

ソース表示城行番号の下線は,現在実行中の箇所を示す.

-13-
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デバッグ開始

(静止モード)

静止モードを解除して,実行

を開始するためには

キーを押下する.

プログラムからの入力要求

文)があると,静止

モードとなり,画面の24行

目が入力城となる.データを

入力して　　　　キーを押下

すれば,静止モードは解除さ

れる.

行番号600でサブルーチン

を呼出している.
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エラーが発生すると.メッセ

ージが出力され.静止モード

となる.データ表示城の最後

の行に行番号770でエラー

が発生したことが表示されて

いる.

プログラムを終了させるため

pF3キーを押下する.

pF3キー押下により,動作

選択メニューが表示される.

プログラムの最初から再実行

させたいので　　　　キーを

押下する.

再実行の最初の実行画面でデ

バッグのため,以下の項目の

指定をする.

⇒Y

SUBCIIK =) Y

⇒Y

⇒S

九州大学大型計算機センター広報
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【　　　　　　　　Il　　　　　　　　　　　　　　　　】

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

lqFJq己当‥　Pl†1mI lMl十R　湖　　　　　は　コ1亡

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1

4　00360　　　　　　　B(J)=0.0 I GR12=000FDE70　GR13=001310AO GR14=6

4　00370　　　　　　　DO　20 l=J,Nl,2　　　　　L FRO=801FFIFFFF7BF7C3D FR2=41
◆

し

‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

l　　　　　'　　　　1'　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　1

1　　.'　　　‥‥　　　　　　　　　E R

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　190　PL【

ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　! BJ　　　　トト転打　　　　　iI X F:冗

.　　　　　　　　　　　　　　　　　　し【AS【.　　　　　　　　　　∈

00460　　　　　　　ISUB=NII1-1　　　　　　　1　　　　　　　　　0.0　　　　　　　　　0.0

I　　　)(◆

北　　　　　　　　　　は　　　　　　　　　　　　　　　　　3日　　　　　コ　FE

)くl

l( 4)

00～l　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　日

1　　　　　◆　　　　　　　　　　　　l

′2　　　　　1Al

図　　　　実　行　画　面(6)

ENTER

EXE E E　=>　s L N H
==>　Nl=Nl

LL　　　　　　　　　　　　　　　) .　　　　　　　　　　　　　　　∨
-ー-　　-.I-　　　‥

王ooZ霊　　　写3,鵠　　　　　呂　とと宣　　　　　告
00370

00330

00390

00400

00410

00420

00430

00440

00450

00460

・Nl.2　　　1 1　　　　　　　　　　　　　　　　　し

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LL

Ecul E

C・.‥　CONT L　　.川

棚　　,220) Nl′　　　'　　　　　　　　　　　　　l
・′8日)‥

00470

00480

00490

00500　　　30

00510　　　40

00～20

00530

00540

ENAX=0.0

Ml=Nl

.～

トT
◆　　　　　　　　　)

Ml=Nl・I

ENA)く　　　　◆

CONTINUE

N=M1-1

00　50 J=1,HI

CSTAFHJ)=0.0

.2

0.0　　　　　　　　0.0

IN　=　3　　EPS　=　　　3.26000　　AL　=　　1.
IAt1)日.A( A)

1　0.0　　　　　　　　　0.0　　　　　　　　　0.0

はPLJU廿コ　　　　　担い
◆

18日).‥

1　0.110000D+02　　0.127500D+02　　0.300

1AT　470　SU8CHIC EFHOR DETECTED

l lSUB=　　　　　　　　　O

JAT　470　SNAP STATEMENT EXECUTED (WRITE)
I　く

図　　　　実　行　画　面(7)

ENTER

L M H
==)　COND t

LL　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
-　　　　一一1‥一　　　　　一--Ⅰ一一

し　　　130E L

【2　CAL

・　　　　　　　　　　　　E　　　　　　　【

6　00380　　　　　　　8(J)=8(J)+ASTAR(I) lAT 190　PLEASE, INPUT DATA. EXECUTION ～

6 00390　　20　　CONTlNUE l　3　　　　3.26　　　　1.0　　　　3.0

‥‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　.

lJ　　　　　'　　　　　　′　　　　'

'′　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　=　　1.

E

lこ

′

◆1-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　◆

ENAX◆

0048O Nl=N1-1　　　　　　　　　1　0.110000t)+02　　0.127500DIO2　　0.300
◆

00～00　　　30　CONTlNUE I lSU8=　　　　　　　　0

ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【
'Nl l　く

∈

00540　　　　　　　DO　50 1=J'Ml'2　　　　[ <NI=Nl>

図　　　　実　行　画　面(8)

ENTER
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4行目にメッセージが出力さ

れ,配列Bで　　　　　エラ

ーが発生し,データ表示城の

メッセージにより,行番号

470で　　　　　エラーが起

きたことが分かる.配列Bの

添字である　　　の値をスナ

ップ文のWR工TE文で書き出

すことにする.行番号の左に

実行回数が表示されている.

データ表示城に　　　の値が

書き出されている.添字の

の値が0なので,エラ

ーが発生したことが分かった.

行番号460で　　　の計算

式で, NlをNIとコーディ

ングしているためにエラーが

発生していることが分かった.

スナップ文で値の一時代入を

行う.

の値を監視したいので,

モニタ条件の定義を行う.

そのために　　　　　サブコマ

ンドを入力する.オペランド

*は,現在のプログラム単位

に対して行うことを意味する.

モニタ条件の定義を以下のメ

ニューで行う.



による　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

一一日-　　　く　　　/　　　　　　　　　　　　　l D【　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一~‥~

==-_>

_00470
00480

00490

00500

00510

00520

00530
00540

00550

00560

一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　一　　　-.一一一6‥一　　　　　　一

◆

甘il-り

◆

30　CONTINUE

A0　N=N1-1

DO　50 J=1,HI

CSTAFHJ)=0.0

'2

1(J)◆　　　　　　′J)

50　　CONTtNUE
◆　　　　　　　一十1--　　　　　　　　　　　----‥一一　　　　　~~~‥　　　　　　　　　　　　-~　　　~

-　　　　　　　　　　　′　T　-　T糾CE′

一一一一1◆

H I CHANGE I lSUt)

図　　　　モニタ条件定義メニュー

UpF3

E l　　　　　【N ATl ll　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　L H H

==>

L L

-　　　　　　ト一一t一・一

】　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L L【

【　　　　し　　　110M

.2　　　　　1A1 770　C　　　　　　　　　　　　　　　　　【0. EXECU

l L　　　. =l E

6　00こ　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L E

′　　　　　′

lH .'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　=　　　1.

.0

1 00440　　　　　　Nl=Nl

I l'N

1 OO460　　　　　　　tSUO=NL+tll

EMAX◆

0　00480　　　　　　　Ml=N1-I

EMAXl lSU

0 OO500　　　30　CONTtNUE

0 OOi10　　　40　H=Nl-1

0　00520　　　　　　DO　50 J=1,HI

0 OO530　　　　　　　CSTAR(J)=0.0
0　00～40　　　　　　　DO　50 J=J,Nl,2

JA(I)‥

1　　0.0　　　　　　　　　　　0.0　　　　　　　　　　0.0

!UPHUt.コ

◆

=】　　　‥.β( 4)

1　　0.11　　　　◆　　　　　　　　　　　l

lAT　470　SLJBCHK EFuOR DETECTED

ltSUB=　　　　　　　　　0

1Al I E)

l　く　　　E

LAl
l　<Nl=Nl>

図　　　　実　行　画　面(9 )

Upp5

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　亡　=>　　S L M H

E

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　L L

CR SI E

ち　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　E Ecu

LEASE.

′

◆　　　1日) t　　　　　　　　　【.

6　00390　　　20　　CONTINUE l　　　　　　　　　0.0　　　　　　　　　0.0

‥‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　し　=　　1.

1川1　　'　　　　.　　　　　　　　　‥

l　　　　　''　　　‥‥白

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

1 00440　　　　　Nl:Nl l　　0.8000000101　　0.1200000IO2　　0.600

1.　　　　　　　　　　　　　　‥‥

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　◆

【MAX◆　　　　　　　　　　　　　　　　　】CH ED

O OOA80　　　　　　　Nl=N1-1　　　　　　　　　　11SUE)=　　　　　　　　　0

EMAXl　　　　　く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【CUT【　　　　【)

0　00500　　　30　CONTINUE

0 OO～10　　　40　N=Ml・1

0　00520　　　　　　00　50 J=1,M1

0　00530　　　　　　　CSTAFl(J)--0.0

0　00540　　　　　　　DO　50 1=J,Ml,2

l　く　　　E

EMENT E　　　1

I　<Nl=Nl>

lAT　460　CONDlT10N 'CHANGE' OCCURRED

I!SUB=　　　　　　　　　4

図　　　　実　行　画　面

UpF5
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は,変数名である.

欄の▼　　　　▼は,

条件識別名である

欄の▼M▼は　　　　の値が

変更されたら通知をして,静

止モードとなる. ▼T▼は,

静止モードとならず値の表示

を行う. ▼S▼は,モニタ条

件の定義を無効にする.

行サブコマンドGOにより,

行番号450より再実行する.

モニタ条件が成立すると,

その旨が通知され,静止モー

ドとなる　　　　　　サブコマ

ンドを入力して,これ以降モ

ニター条件が成立しても,静

止モードとならず,値の表示

を行うだけにする.

九州大学大型計算槻センター広報
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【x【cuTl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　L ～ H

==>

SC110LL L　　　　　.　ROIJ( P　)　COL( 20 )　VLIN【

【　　　　∈

且山上且　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　‥ ‥

し　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　一00D◆　　　　　　　　　　　◆

し　　　　　　　　　　　　　　'

【　　　　　.

1　　　　　　　　　　　　　　　　　卜ENOL E IENE
-E　　　　　く

I 00710

I 00720

こ!0

4　00740

4　00750

10　00760

ilk KXrLJE

l0　00760　　　15

◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【

DO 10 I=1'NPl l　<NI=Nl>

∈　　　　1HE I E一　　　　　ED

COEFFT(I)=0.0 A ZSUE)=　　　　　　　　　4
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∈'　　　　　ED

BINON=NOMtAL(J・1 JISUB=　　　　　　　　　3

【
CONTtNUE I ISUB=　　　　　　　　　2

EL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　只( 2)

◆　　　　　　　　　　　102

4　00810　　　　　　　ENDIF IAT　650　ARGUMENT HUNGER NOT COINCIDED

【NT CL

E　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　　　　〔

1

図　　　　実　行　画　面

U pF3

‥一一一---く　　　　　　　　　　　　　　　　　　L ENU )‥一一-・一一一一一一~---

OPTION　===>　1

t C LE C

L L　　　　　　　　　〔

EcT/L L El

L

L I

I

PERFORM A DATA SET EDITTING

l H E I ESS

pFl　　　　　　　†ERl‖　　　　【

図　　　　動作選択メ　ニュ

∪

・一一一　　　　　　一一一--一一一く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　------------・-・-

【LOU:

DOCK LlOflARY DATA SET:

PROJECT　===>　rOO40

し　　　　　　　　　　上S上

TYPE　　　===>　FORT77

上Xヱ

OTHER PERTITl0NED OR SEQUENTIAL DATA SET:

DATA SET NANE　===>

DATA SET PASSWORD　　　　　　　　===>　　　　　　　　日F PASSUORO PROTECTED)

E　く　　　　　　E　　　　　　　)くED

L L0

1　　　1　　　　　E ESS

FIR【　　　　　　　　　【　　　　　　　　　　　　　　　　L
TH〔　　　　　E

図　　　　エディットデータセット指定メニ,.

U

九州大学大型計算械センター広報
Vol.16 No.1 1983 -18-

の値の変化がデータ表

示域に表示されている.

行番号650で　　　　　エラ

ーが発生したことが, 4行目

とデータ表示城に通知されて

いる.行番号　　　図

参照)で,引数の指定に誤り

があることが分かった. PP

3キーの押下により,プログ

ラムを終了させる.

プログラムに誤りがあること

が分かったので,それを修正

するため,項目番号7を選択

する.

修正すべきプログラムを指定

する　　　　　を押下すると,

の画面となるの

で,サブルーチンの引数と,

以前の　　　の計算式の修正

を行う.



による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

E l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　L N H
==>

LL　　　　　　　　　　)　COL　　　　　'　ROIJ L( 20 )　　VL
-　-　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　-

00190

00200

00210

00220

00230

00240

00250
00260

00270
00280

00290

00300

00310

00こ!20

00330

00340

00350

00360

00370

00380

1　　　　　　　　　　　　　　.AL.Aft

100　rORHAT(T2'3FIO.5)　　　　　　1　　0.110000DIO2　　0.127500D102　　0.300

【TEClED

′200)

1　　　′-　　　　　　　　′′12′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ITE)

STOP l　<WRITE ]SU8>

E E

Nl=NJI I　<NI=Nl)

.　　　　　　　.l=1.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ED

110 FORMAT(4E14.5)　　　　　　　　　HSU8=　　　　　　　　　4

E　　　　　　　.EPS.AL.AR.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【'

IIHAT(lH '′N　= ''12′′

10.5/

.　　　　　.AL,

.　　　　　　　　　　　　　1).

''　　　　1)‥　　　　　　　　1　　　　1　　　　　　　　　　　102

1.

し

'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【D

◆　　　　1　　　1　　　　　　1　　　　　　し　　　　　　　【日

図　　　　実　行　画　面

∪

C L M H
==>

冒告　呂霊よMPT言H課　　しし冒　　乙C呂鑑三
1　　　　　　　　.EPS.AL'　　　　　　　　　　　　し

.　　　　丁

弓冗　　　　　　汀川HlLの　LJ五m　　　　1 H tJ的　　　LX LE
岬HE(6.　　　　　　　　　　　　　　　し　　,

一　　　　　　′

言芸　　　　　　　　　　　　ヲ　　　　ー・y・〇
◆

【  '11　　　.　　　‥　　)

"0322号　　　胃告告孟措.Eps.　詔.・誓　　　　　'02　日00
日.一　　　　　.'　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　1

00310　　　1　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　)‥

l L　　　　　'A'　　.　　　　　　　　1　　　　　　　　102
′

・′　　　1)‥　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　◆02

日3霊　　　号3,鵠　　　　号　　∈ASE.
1'　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1__

◆　　　　　　　　　　　l ど

図　　　　実　行　画　面

UpF3

・‥一一‥--‥-‥‥‥-く　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　一一一一一一一一一　　　　一一一-

OPT]ON　===>

【　　l L

PC L　　　　　　　∈　　　　LC E　　　　　10N

I L L

P〔　　　　　　　　　　　　　　　　L E

PERFORM THE COMPILER OPTIONS SPECIFICATION

ll ENTll E

PERFORM A DATA SET EDITTING

PR【　　　　　　　　l I

lBN

図3.31　動作選択メ　ニュ

Upp4
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最初からプログラムの再実行

を行う.図　　　と同様に,

以下の項目の指定を行う.

⇒Y

⇒Y

⇒Y

MODE　=)S

今度は正常に動作した.

プログラムを終了させるため

に, Nに10を入力すると,

文の前で静止モードと

なる　　　　キーを押下する

と,リターンコードが表示さ

れる.

終結処理を行いたいので. P

F4キーを押下する.

九州大学大型計算槻センター広報
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く　　　　　　　　　　　IERNl　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一

ENTER/VE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

◆　　　　　　　　　　　　　　一一一一一◆一一-一一一一一一一　　　　　　　　　・一-◆

ERS I L

+一一一一1-I--　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　◆

⊥
I SYSOUT CLASS l　===>

◆1-----　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--

VAL I

l

L L
L l

【

/　　　　　　】 ■■-.

===>

===>

===>

PRE l【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L E1　　　【SS

図　　　　終結処理メニュ

ログ情報を出力させるために

指定を行う.
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による　　　　　プログラムのデバッグ/テストについて

付キ1.静止モードへ移行する文[富士通マニュアル[ 5 ]より転載]

大　分　類 小　　分　　頬
文番号があれ
ば静止する

大 小　　タ
文番号があれ
ば静止する

代　入　文 算術代入文

論理代入文

文

文字代入文

多重代入文

16進代入文

互換用文字代入文

0

0

0

0

0

0

0

制　御　文 蝉純　　　文

計算形　　　文

割当て形　　　文

算術IF文

論理IF文

ブロックIF文

文

文

文

Do又

文

文

文*

END文

文

文*

0　　　　0　0　0

入　出　力　文 リスト指示　　　　文

ネームリスト　　　文**

ネームリスト　　　　文

非同期　　　文

非同期　　　　文

文

内部データセ,ト　　　文

内部データセット　　　　文

書式付直接　　　文

責式付き直接　　　　文

書式無し直接　　　文

書式無し直接　　　　文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

入　出　力　文 書式付き順次　　　文**

書式付き噸次　　　　文

書式無し順次　　　文

書式無し順次　　　三文

リスト指示　　　文**

0　0　0　0　0

文

文

最初の実行文

最後の実行文

DOの瑞末文

*　論理IF文のトレーラ部に書かれている場合には静止しない.

**　データセット識別番号が端末に割り当てられている場合は,必ず静止する.

-21-
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付録2.　ス　ナ　ッ　プ　文

種　　　類 形　　　　式 機　　　　　能 使　　　用　　　例

代　入　文

eの値をyに与える

(データ値の一時変更,

の代入文に準ず

る)

y:変数名

配列要素名

部分列名

e :式

A(J,K)-3.0

配列要素　　　　　に

一時的に値3.0を入れ

て再実行する.

論理IF文 IF(e)S

論理式eが真の場合,ス

ナップ文Sを実行する.

e :論理式

S:論理IF文を除

くスナップ文

IF(I.LT.I)

WRITE X,Y

IがJより小さい場合,

ⅩとYの値を出力する.

文 GOTO n

文番号nへ強制的に分岐

する.

n:実行プログラム

単位内の文番号

GOTO 100

途中スキップして文番

号100から再実行.

文
実行中のプログラム坦位

を強制的に終了させる.

出力項目　　　に指定し

たデータ値を出力する

(データ値の参照)

olist :

WRITE A,B,C

文 WRITE olist
変数名

配列要素名

配列名

部分列名

文字定数

の並び

実行プログラム単位内

の変数　　　　　の現

在の値を出力する.
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付錬る.行サブコマンド一覧[富士通マニュアル[ 3 ]より転載]

行サブコマンド 機　　　　　　　　　　能 有　効　な　画　面

M

S

 

T

一文ごとのモニタ条件監視(値のトレースと

静止モード-の移行)

モニタ条件監視の一時停止

一文ごとのモニタ条件監視(値のトレース)

モニタ条件定義メニュ

s

 

I

 

M

 

H

 

s

 

S

ステップモード指定

低速モード指定

中速モード指定

高速モード指定

ステップモードの範囲指定(二つ一組で使

用)

低速モードの範囲指定(二つ一組で使用)

中速モードの範囲指定(二つ一組で使用)

高速モードの範囲指定(二つ一組で使用)

実行モード指定メニュ

データセット又はメンバ削除

範囲指定によるデータセ,卜又はメンバの削

除(二つ一組で使用)

データセット名再指定メニュ

メンバ名選択メニュー

メンバの選択

範囲指定によるメンバの選択(二つ一組で使

用)

データセット名再指定メニュ

メンバ名選択メニュ

指定の行番号への制御移行

指定の行番号までの高速実行
実行画面

データセットの解放

範囲指定によるデータセットの解放
データセット割当て解除メニュ
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解　　　　説

付録4.サブコマンド一覧[寓士通マニュアル[ 5 ]より転載]

サブコマンド名 機　　　　　　　　　能 有　効　な　画　面

データセットの追加 データセット名再指定メニュ

データセット又はメンバの削除 データセット名再指定メニュ

LOCATE

(LOC)

指示項目の表示城の先政への表示

MAX スクロールキーとの併用で上下左右方向へ

の最大スクロール

メンバ名選択メニュー

実行モード指定メニュ

モニタ条件定義メニュ

プログラム単位名選択メニュ

実行時データセット表示メニュ

データセット名再指定メニュ

コンパイラオプション再指定メニュ

実行画面

エラーメッセージ表示画面*

上方向スクロール 実行画面(データ表示城)

モニタ条件定義メニュー(条件定義域)

DOWN 下方向スクロール 実行画面(データ表示域)

モニタ条件定義メニュー(条件定義域)

LEFT

RIGHT

左方向スクロール

右方向スクロール
実行画面(データ表示城)

前のページへ

次のページへ

次の選択項目へ

先頭の選択項目へ

前の選択項目へ

HEl.P画面

ALLOCATE

(ALLOC)

実行時データセット指示メニューへの移行

CONI) モニタ条件定義メニュー又はプログラム単

位名選択メニューへの移行

MODE 実行モード指定メニューへの移行

実行画面

九州大学大型計算機センター広報
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*　エラーメッセージ表示画面ではMAXのみ有効である.

1　25-
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付録　　　　キー穏能一覧[富士通マニュアル[ 5 ]より転載]

p F　　キ　　　　　の　　機　　能*

キー番号 メ　ニ　ュ　ー　画　面 実　　行　　画　　面

PPI

PF2

PF3

PF4

PF5

PF6

pf'7**

PF8

PF9

PFIO

PFll

pF12***

PF13

PF14

PF15

PF16

PF17

pF18**

PF19

PF20

PF21

PF22

PF23

PF24

HEI-P画面の表示

メニュー画面-の入力の終了

セションの終了通知

上方向スクロール

下方向スクロール

左方向スクロール

右方向スクロール

カーソル移動

上方向スクロール

下方向スクロール

左方向スクロール

右方向スクロール

HEl-P画面の表示

動作選択メニューの表示

利用者プログラムの終了通知

セションの終了通知

静止モードの解除

DOループの高速実行指示

上方向スクロール

下方向スクロール

左方向スクロール

右方向スクロール

カーソル移動

上方向スクロール

下方向スクロール

左方向スクロール

右方向スクロール

*　説明のないPFキーは　　　　　　　　では意味を持たないことを示す.

**　画面上でスクロール可能な表示城が, 2箇所ある(上下又は左右に画面が分割される)堤

合はPP7以下の四つのキーは.上側又は左側のスクロールに使用でき　　　　以下の四

つのキーは,下側又は右側のスクロールに使用できる.

1箇所だけの場合は　　　　以下の四つのキーだけが使用できる.

***　画面上の最初の入力可能な欄の先頚へ移動する.ただし,実行画面の場合は, 2行目のサ

ブコマンド入力欄の先頭へ移動する.
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